
駐車車両

事故事例１２（一般乗用）交差点右折時、対向直進二輪車と衝突

曜日・時間・天候 ２月２２日（火 ・２１時１０分・晴）

場 所 一般道 制限速度 ４０㎞／ｈ

道路の状況 乾燥 幅員１４メートル

運 転 者 年齢３９歳 運転歴３年５月

乗務開始～事故発 ７４ｋｍ

生の乗務距離

損 害 重傷１名

事故概要

当該タクシー運転者は、運行管理者の点呼を受け１７時に出庫、５回目の営業後、

鉄道駅に向けて走行中、事故現場交差点を右折する際、右折方向の歩行者用信号機に

気を取られ、対向車線から直進してきた二輪車に気付かずに右折したため、車両右側

フェンダー付近に衝突し、二輪車は横滑りして１５メートル先に駐車していた車両に

衝突し炎上し、二輪車の運転者は右足くるぶしを剥離骨折する重傷を負ったもの。

種 別・形 状 小型・箱型

乗 車 定 員 ５名

当時の乗車人員 １名

推定原因 事故の要因 事故再発防止対策

運転者 運転者 運転者

右折時の安全不 対向車線の状況を確実 右折する際は、対向車線の状

確認 に確認、把握せずに、 況を確実に確認、把握してか

右折を開始した。 ら右折を開始すること。

運行管理

・運転者に対し、右左折時、

方向転回する際の対向車線

の確認、把握の方法

・適性診断結果に基づく適切

な助言指導の徹底


